
くらしのかんづめくらしのかんづめ

とき　12月10日（日）10時～15時30分
ところ　こまつ芸術劇場うらら
Ⅰ 対談講演　10時30分～ 12時　大ホール
藻谷浩介（地域エコノミスト）・山崎亮（コミュニティーデザイナー）
テーマ「楽しい！からはじまるまちづくり」
Ⅱ  交流セミナー　13時～15時　２階会議室（先着40人、要申し込み）
山崎氏を交え、人のつながりから始まるまちづくりを考えます。
Ⅲ  ポスターセッション　10時～ 15時30分　1階催事場ほか
Ⅳ  出展　10時～ 13時　男の料理四丁町食堂、まちcafé隊

＋
プラス

つながる  ひと・まちシンポジウム  ～笑顔いっぱいのまち  こまつ～

問い合わせ
はつらつ学習課　☎24・8397

　詳しくは、マイナポータルホームページ
をご覧ください。https://myna.go.jp/
問い合わせ　小松市マイナンバーおたずね
ダイヤル　☎24・8141小松市公式インスタグラム

始めました

マイナポータルの活用で、もっと便利に！

児童手当の
認定請求

課税証明書　
住民票 

11月13日（月）から
平成30年7月から（予定）

保育の支給認定
申請書 平成30年7月から（予定）課税証明書　

申請等 省略できる
添付書類等 開始時期

みまっし、きくまっし 小松の方言
ー広報こまつ連載総集編ー

小松市公民館設置70周年記念事業

販売時期　12月8日（金） ～
販売場所　市役所4階広報秘書課、
市立図書館
価格　1,500円
問い合わせ　広報秘書課　☎24・
8016

　平成10年から約20年、全228回にわたり金沢大学の
加藤和夫教授に執筆いただいた、広報こまつの好評連
載「みまっし、きくまっし　小松の方言」。記念発行し
た総集編を購入したいとの声が多く寄せられ、今回、
増刷して販売する運びとなりました。
　人々の暮らしぶりが宿る懐かしい方言をまとめた貴
重な一冊です。

藻谷 浩介さん 山崎 亮さん

　小松市のインスタグラム公式アカウントを開設しま
した。市内名所や四季折々の風景、食、イベントの様
子など、小松市の魅力的な写真を発信していきます。

滝ケ原のホトケドジョウ生息地（天然記念物）
　標高約90メートルの里山に位置する廃田湿地で、平成13年にトンボ公園として整備
されたものです。除草、通水などの維持管理により良好な環境が保たれ、オオニガナ
などの湿地性植物や、ハッチョウトンボをはじめとする多くの水生、湿地性生物が生息、
生育する貴重な場所です。
　ホトケドジョウは、環境省の絶滅危惧ⅠＢ類や石川県の絶滅危惧Ⅱ類及び指定希少
野生動植物種に指定されています。石川県を代表する生息地である当地の指定は、里
山の湿地環境の重要性を広めることにつながると評価されます。
■管理者　滝ケ原町町内会　

壬生地蔵菩薩半跏塼仏 神像

ホトケドジョウ

滝ケ原の生息地

　地方公共団体の子育てサービスの検索や子育てワンス
トップサービスなどのオンラインサービスを受けること
ができる「マイナポータル（個人用ポータルサイト）」が、
11月13日から本格スタートしました。

■マイナポータルとは
　マイナポータルは、政府が運営するマイナンバーに関
連した行政サービスのポータルサイトです。

■どんなサービスがあるの？
「ぴったりサービス」
　あなたに合った子育てに関するサービスの検索やオン
ライン申請（子育てワンストップサービス）ができます。
まずは、児童手当や児童扶養手当、
保育、妊娠届などの子育てについ
てのサービスから開始します。
「あなたの情報」
　行政機関などが保有するあな
たの個人情報を検索して確認で
きます。
「やりとり履歴」
　行政機関同士があなたの個人情
報をやりとりした履歴を確認する
ことができます。

■マイナポータルを利用するには
　マイナンバーカード、ICカードリーダライタ、イン
ターネットに接続できるパソコンなどが必要です。
　パソコンなどをお持ちでない人のために、マイナポー
タルの利用に必要な端末を、市役所1階こども家庭課、
いきいき健康課、すこやかセンターの３カ所に設置して
います。　

■添付書類が不要に
　マイナンバー制度による情報連携が開始されることに
より、これまで各種手続き時に添付していた書類の一部
が順次省略・簡素化され不要となります。
（例）

マイナンバー制度による情報連携・マイナポータルが本格スタート平成29年度　小松市指定文化財

皆さんの熱い要望にお応えし、販売決定！

問い合わせ　広報秘書課　☎24・8016

葭島神社の仏像（彫刻）
　この資料は木造仏像10体、塼仏（焼物の仏像）１体、銅造の神像１体の計12体からなり、全て
江戸時代の製作です。葭島神社の名は明治14年からで、江戸時代は小松稲荷社・五穀寺という
神仏習合の形態で存在し、前田家の手厚い保護を受けてきました。仏像は、元々五穀寺に伝来し
ていたもので、中でも秋葉尊や壬生地蔵菩薩といった珍しい像や、弓矢を持つ極めて稀な姿をし
た神像が注目されます。
　明治維新後に神仏分離となった後、これほど多くの仏像が神社に
残されることは稀であり、その歴史も含め貴重な文化財といえます。
■所有者・管理者　葭島神社（大川町）

問い合わせ　文化創造課　☎24・8130

フォローを
お願いします！
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